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シ
ナ
リ
オ　

消
え
た
第
七
艦
隊

は
じ
め
に

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
四
人
、
P
C
の
レ
ベ
ル
は
す
べ
て
2
で

あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
消
え
た
第
七
艦
隊
」
に
は
リ
ミ
ッ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
冒
険

フ
ェ
イ
ズ
で
3
サ
イ
ク
ル
が
経
過
す
る
と
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
強
制
終
了
（
２
５

６
ペ
ー
ジ
）
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
本
文
中
の
「
ペ
ー
ジ
」
は
、『
神
話
創
世
R
P
G　

ア
マ
デ

ウ
ス
』
の
ペ
ー
ジ
数
を
表
し
ま
す
。

シ
ナ
リ
オ
概
要

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
倒
す
た
め
、〈
絶
界
〉
と
化
し
た

海
を
冒
険
す
る
も
の
で
す
。

　

日
本
神
話
に
登
場
す
る
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
、
当
時
の
最
先
端
技
術
で
あ
る

出
雲
国
の
古
代
製
鉄
文
化
を
象
徴
し
て
い
る
、
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

シ
ナ
リ
オ
は
、
そ
の
説
に
の
っ
と
っ
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
、
現
代

の
最
先
端
技
術
で
あ
る
「
新
型
イ
ー
ジ
ス
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム 

K
U
S
A
N
A
G
I
」
の
開
発
者
に
憑
依
し
、「
K
U
S
A
N
A
G
I
」
を
搭

載
し
た
第
七
艦
隊
と
そ
の
周
辺
海
域
を
〈
絶
界
〉
に
変
え
て
い
ま
す
。
P
C
た

ち
は
、
日
本
神
話
に
お
け
る
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
同
様
の
存
在
「
ウ
ィ
ル
バ
ー
中

佐
」
や
、
世
界
の
酒
神
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
と
戦
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

シ
ナ
リ
オ
の
舞
台

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
の
主
な
舞
台
は
、
以
下
の
二
種
類
で
す
。

・〈
絶
界
〉
と
化
し
た
「
魔
の
海
」

・
酒
神
た
ち
の
聖
地
「
デ
ィ
ー
ズ
バ
ー
」

　

魔
の
海
は
、
第
七
艦
隊
の
消
失
地
点
の
周
辺
海
域
（
グ
ア
ム
沖
）
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
は
、
ま
る
で
血
の
よ
う
に
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
海
で
す
。
水
中
に
は
、

低
級
の
怪
物
た
ち
が
跋ば
っ
こ扈

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
〈
絶
界
〉
と
同
じ
く
、
通
常

の
人
間
に
は
知
覚
で
き
ま
せ
ん
。

　

デ
ィ
ー
ズ
バ
ー
は
、〈
絶
界
〉
の
一
種
で
、
世
界
中
の
酒
を
愛
す
る
者
た
ち

が
集
う
中
立
地
帯
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
水
上
都
市
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
路
地
裏

に
存
在
し
ま
す
。

シ
ナ
リ
オ
の
準
備

　

シ
ナ
リ
オ
の
最
後
に
、
使
用
す
る
予
言
カ
ー
ド
と
、
脅
威
カ
ー
ド
が
載
っ
て

い
ま
す
の
で
、
コ
ピ
ー
し
て
切
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
以
下
の
脅
威
カ
ー
ド
も
必
要
で
す
。

　
「
蠍
の
群
れ
」（
２
７
２
ペ
ー
ジ
）

　
「
挑
発
」（
２
７
８
ペ
ー
ジ
）

　
「
吼
え
声
」「
丸
呑
み
」「
逃
走
」（
２
７
９
ペ
ー
ジ
）

　

予
言
カ
ー
ド
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
予

言
カ
ー
ド
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
ら
、
喚
問
（
２
３
２
ペ
ー
ジ
）
に

従
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
予
言
の
内
容
を
把
握
し
た

ら
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
す
。

シ
ナ
リ
オ
の
流
れ

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
以
下
の
順
番
で
進
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

冒
険
フ
ェ
イ
ズ
は
シ
ー
ン
１
〜
６
が
１
サ
イ
ク
ル
目
、
シ
ー
ン
７
〜
10
が
２

サ
イ
ク
ル
目
、
シ
ー
ン
11
〜
14
が
３
サ
イ
ク
ル
目
と
な
り
ま
す
。
シ
ナ
リ
オ
に

設
定
さ
れ
た
条
件
（
P
C
①
の
予
言
カ
ー
ド
の
【
真
実
】
の
公
開
）
を
満
た
せ

ば
、
途
中
で
決
戦
フ
ェ
イ
ズ
に
移
行
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
導
入
フ
ェ
イ
ズ

シ
ー
ン
１
：
帰
ら
ず
の
船　

P
C
①
の
導
入

シ
ー
ン
２
：
少
女
の
涙　

P
C
②
の
導
入

シ
ー
ン
３
：
武
器
の
叫
び　

P
C
③
の
導
入

シ
ー
ン
４
：
消
え
た
第
七
艦
隊　

P
C
④
の
導
入

シ
ー
ン
５
：
冒
険
の
準
備

・
冒
険
フ
ェ
イ
ズ

シ
ー
ン
１
：
出
航　

マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン

シ
ー
ン
２
〜
３
：
１
サ
イ
ク
ル
目
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
シ
ー
ン

シ
ー
ン
４
：
襲
撃　

マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン

シ
ー
ン
５
〜
６
：
１
サ
イ
ク
ル
目
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
シ
ー
ン

シ
ー
ン
７
〜
10
：
２
サ
イ
ク
ル
目
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
シ
ー
ン

シ
ー
ン
11
〜
14
：
３
サ
イ
ク
ル
目
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
シ
ー
ン

※
P
C
③
の
【
真
実
】
が
公
開
さ
れ
た
場
合
に
は
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
「
伝
説
の

酒
場
」
が
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
の
【
真
実
】
が
公
開
さ
れ
た
場
合
に
は
マ
ス

タ
ー
シ
ー
ン
「
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
」
が
挿
入
さ
れ
ま
す
。

・
決
戦
フ
ェ
イ
ズ

導
入
フ
ェ
イ
ズ

　

以
下
の
順
番
で
導
入
フ
ェ
イ
ズ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
シ
ー
ン
１　

帰
ら
ず
の
船

　

P
C
①
が
父
親
を
迎
え
に
行
く
シ
ー
ン
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
以
下
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
日
は
、
長
期
出
張
に
出
か
け
て
い
た
父
が
帰
っ
て
く
る
日
だ
。

あ
な
た
の
父
は
、
米
軍
第
七
艦
隊
戦
闘
部
隊
の
新
主
力
空
母
「
ロ
ナ
ル
ド
・

レ
ー
ガ
ン
」
に
乗
船
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

シ
ナ
リ
オ　

消
え
た
第
七
艦
隊

シ
ナ
リ
オ　

消
え
た
第
七
艦
隊

シ
ナ
リ
オ　

消
え
た
第
七
艦
隊

シ
ナ
リ
オ　

消
え
た
第
七
艦
隊

シ
ナ
リ
オ　

消
え
た
第
七
艦
隊

シ
ナ
リ
オ　

消
え
た
第
七
艦
隊

シ
ナ
リ
オ 

消
え
た
第
七
艦
隊
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こ
こ
で
、
Ｐ
Ｃ
①
に
父
親
の
名
前
を
設
定
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
名
前

が
決
ま
っ
た
ら
、
続
き
を
読
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
は
、
出
迎
え
の
た
め
に
横
須
賀
港
を
訪
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に

「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
の
姿
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
周
囲
の

人
々
に
質
問
し
て
み
る
と
、
米
軍
第
七
艦
隊
な
ど
存
在
し
な
い
、
と
い
う
答
え

が
返
っ
て
き
た
の
だ
。
こ
れ
は
…
…
神
話
災
害
か
!?

　
あ
な
た
の
【
任
務
】
は
、
あ
な
た
の
父
を
無
事
救
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｃ
①
の
親
神
が
、
父
親
を
早
く
救
出
す
る
よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
ま

す
。

・
シ
ー
ン
２　

少
女
の
涙

　

P
C
②
が
見
た
夢
の
内
容
を
表
す
シ
ー
ン
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
以
下
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
は
不
思
議
な
夢
を
見
る
。

　
夢
の
な
か
で
一
人
の
少
女
が
し
く
し
く
と
泣
い
て
い
た
。

　
話
を
聞
く
と
、
自
分
の
姉
妹
た
ち
が
、
巨
大
な
怪
物
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。

　
恐
ら
く
、
次
は
自
分
の
番
だ
と
彼
女
は
言
う
。

　
あ
な
た
は
、
そ
れ
を
見
て
あ
わ
れ
に
思
っ
た
。

　
あ
な
た
の
【
任
務
】
は
、
こ
の
少
女
を
助
け
る
こ
と
で
あ
る
。

・
シ
ー
ン
３　

武
器
の
叫
び

　

P
C
③
が
、
自
分
の
職
業
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
る
シ
ー
ン
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
P
C
③
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
、
質
問
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
が
済
ん
だ
ら
、
ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
以
下
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く

だ
さ
い
。

　
仕
事
の
途
中
に
、
あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
武
器
が
い
な
な
い
た
！

　
一
体
何
だ
!?

　

こ
こ
で
、
ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
武
器
の
形
状
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
質
問
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
叫
び
は
恐
怖
か
、
そ
れ
と
も
喜
び
か
。

　
何
か
危
険
が
迫
っ
て
い
る
。

　
恐
ら
く
は
今
ま
で
に
戦
っ
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
強
力
な
〈
怪
物
〉
だ
ろ
う
。

　
激
し
い
戦
い
が
迫
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
あ
な
た
の
【
任
務
】
は
、〈
怪
物
〉
を
倒
す
こ
と
で
あ
る
。

・
シ
ー
ン
４　

消
え
た
第
七
艦
隊

　

P
C
④
が
万
神
殿
に
向
か
い
、
そ
の
後
、
P
C
全
員
が
集
合
す
る
シ
ー
ン
で

す
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
以
下
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
太
平
洋
上
を
横
須
賀
に
向
け
て
航
行
中
だ
っ
た
第
七
艦
隊
が
、
突
如
そ
の
姿

を
消
し
た
。

　
P
C
①
の
報
告
に
よ
り
、
そ
の
事
実
に
気
づ
い
た
万
神
殿
は
、
あ
な
た
た
ち

を
呼
び
集
め
た
。

　
万
神
殿
は
、
世
界
的
な
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
、「
カ
カ
オ
」
か
ら
行
く
こ
と

が
で
き
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で
「
ソ
ー
マ
（
ま
た
は
ネ
ク
タ
ル
、
ア
ム
リ
タ
な

ど
）」
の
よ
う
に
神
々
の
飲
み
物
を
注
文
す
る
と
、
奥
の
万
神
殿
に
通
さ
れ
る
。

　
あ
な
た
は
い
つ
も
通
り
神
々
の
飲
み
物
を
注
文
し
、
奥
の
部
屋
へ
と
入
っ
た
。

そ
こ
に
は
万
神
殿
の
ス
タ
ッ
フ
が
待
っ
て
い
て
、
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
の
説

明
を
し
て
く
れ
た
。

　
確
か
に
、
大
変
な
事
態
だ
。
こ
の
ま
ま
第
七
艦
隊
が
消
え
た
状
態
を
放
置
す

れ
ば
、
軍
事
的
に
空
白
地
達
と
な
っ
た
太
平
洋
に
各
国
が
侵
攻
を
開
始
す
る
だ

ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
世
界
大
戦
が
起
き
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
あ
な
た
の
【
任
務
】
は
、〈
絶
界
〉
と
化
し
た
第
七
艦
隊
を
救
出
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

万
神
殿
や
「
カ
カ
オ
」
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
ら
、
２
９
９
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
な
が
ら
答
え
て
く
だ
さ
い
。

・
シ
ー
ン
５　

冒
険
の
準
備

　

P
C
全
員
は
、「
カ
カ
オ
」
の
一
室
に
集
め
ら
れ
、
事
件
の
説
明
を
受
け
ま

す
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
、
自
己
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
が
済
ん
だ
ら
、「
活
力
の
決
定
」
と
「
冒
険
の
準
備
」
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
２
３
３
ペ
ー
ジ
）。

冒
険
フ
ェ
イ
ズ

　

冒
険
フ
ェ
イ
ズ
で
背
景
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
以
下
の
大
海
シ
ー
ン
表
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

大
海
シ
ー
ン
表　

1
D
6

1

軽
快
に
船
は
進
む
。
波
は
お
だ
や
か
で
、
青
い
空
に
は
カ
モ
メ
が
飛
ん

で
い
る
。
一
見
、
何
事
も
な
い
よ
う
だ
が
…
…
。

2

炎
天
下
。
灼
熱
の
太
陽
が
容
赦
な
く
あ
な
た
た
ち
を
照
ら
す
。
首
筋
を

伝
う
汗
が
不
愉
快
だ
。

3

突
然
の
雨
。
波
は
高
く
、
船
の
揺
れ
が
次
第
に
激
し
く
な
る
。
遠
く
で

は
雷
鳴
が
響
い
て
い
る
。

4

水
平
線
に
陽
が
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
。
何
も
か
も
が
真
っ
赤
に
染
ま

る
。
美
し
い
夕
日
だ
。

5

遠
く
に
島
影
が
見
え
る
。
地
図
を
調
べ
て
も
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
島
は

な
い
は
ず
な
ん
だ
が
。
蜃
気
楼
だ
ろ
う
か
？

6

漂
流
物
が
浮
か
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。
船
の
残
骸
だ
ろ
う
か
…
…
？
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冒
険
フ
ェ
イ
ズ
で
試
練
表
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
以
下
の
大
海
試
練
表
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
に
は
、
以
下
の
四
つ
の
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
出
航
」
は
、
冒
険
フ
ェ
イ
ズ
の
最
初
に
発
生
し
ま
す
。

　
「
襲
撃
」
は
、
冒
険
フ
ェ
イ
ズ
の
4
シ
ー
ン
目
に
発
生
し
ま
す
。

　
「
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
」
は
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
の
【
真
実
】
が
公
開
さ
れ
た
と

き
に
発
生
し
ま
す
。

　
「
伝
説
の
酒
場
」
は
、P
C
③
の
【
真
実
】
が
公
開
さ
れ
た
と
き
に
発
生
し
ま

す
。

・
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
「
出
航
」

　

１
サ
イ
ク
ル
目
の
最
初
に
発
生
し
ま
す
。

　

P
C
た
ち
が
冒
険
の
準
備
を
終
え
、
太
平
洋
に
出
港
す
る
シ
ー
ン
で
す
。

　

P
C
た
ち
の
た
め
に
、「
ア
ル
ゴ
ー
号
」
と
い
う
帆
船
が
用
意
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
誰
も
操
縦
し
な
く
て
も
、
自
動
的
に
海
を
進
む
不
思
議
な
船
で
す
。

　

ア
ル
ゴ
ー
号
に
よ
る
航
海
は
、「
危
険
な
旅
」
で
す
（
２
４
４
ペ
ー
ジ
）。

P
C
全
員
は
移
動
判
定
を
行
い
、
失
敗
し
た
ら
「
大
海
試
練
表
」
を
使
用
し
ま

す
。

　
「
危
険
な
旅
」
が
終
了
す
る
と
、
P
C
た
ち
は
〈
絶
界
〉
と
化
し
た
「
魔
の

海
」
に
到
着
し
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
以
下
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
ル
ゴ
ー
号
は
帆
船
と
は
思
え
な
い
速
さ
で
「
魔
の
海
」
を
進
む
。

　
見
渡
す
限
り
の
空
と
海
、
他
に
は
何
も
な
い
。

　
見
上
げ
れ
ば
青
い
空
だ
が
、
海
は
血
の
よ
う
に
赤
い
。
不
気
味
な
風
景
だ
。

　
や
が
て
、
前
方
に
小
さ
な
ボ
ー
ト
を
発
見
す
る
。

　
ボ
ー
ト
に
は
、
米
国
海
軍
の
制
服
を
着
た
女
性
が
乗
っ
て
い
る
。
漂
流
者
だ

ろ
う
か
。

　
彼
女
を
助
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
巨
大
な
大
蛇
が
海
中
か
ら
現
れ
た
！

　

女
性
を
守
ろ
う
と
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、【
武
勇
】
で
判
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
判
定
に
成
功
す
る
と
、
女
性
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
判
定
に

失
敗
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
1
D
6
点
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。

　

女
性
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
白
の
イ
ン
ガ
が
１
つ
増
え
ま
す
。

　

守
れ
な
か
っ
た
場
合
、
女
性
は
大
怪
我
を
し
ま
す
が
、
何
と
か
救
出
は
で
き

ま
す
。
黒
の
イ
ン
ガ
が
１
つ
増
え
ま
す
。

　

助
け
た
女
性
は
、
米
国
海
軍
所
属
の
ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
と
名
乗
り
ま
す
。

　

ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
に
よ
る
と
、
巨
大
な
怪
物
が
現
れ
、
第
7
艦
隊
戦
闘
部
隊

の
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
を
は
じ
め
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
「
ア
ン
テ
ィ
ー
タ

ム
」、
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
「
ジ
ョ
ン
・
S
・
マ
ケ
イ
ン
」、「
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ド
」
な
ど
七
つ
の
艦
を
次
々
と
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
そ
う
で
す
。
彼
女
は
、

自
分
を
助
け
た
の
が
少
年
少
女
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
し
か
し
、
艦
隊
を

呑
み
込
む
巨
大
な
蛇
や
、
P
C
た
ち
の
操
る
不
思
議
な
力
を
見
て
、
自
分
が
た

だ
な
ら
ぬ
事
態
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
た
よ
う
で
す
。
ウ
ィ

ル
バ
ー
中
佐
は
、「
魔
の
海
」
か
ら
脱
出
す
る
た
め
、P
C
た
ち
に
協
力
を
依
頼

し
ま
す
。

　

も
し
、
P
C
①
が
父
親
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
無
念
そ
う
に
「
お
父
上
の
こ

と
は
知
っ
て
い
る
よ
。
素
晴
ら
し
い
研
究
者
だ
っ
た
が
、
空
母
『
ロ
ナ
ル
ド
・

レ
ー
ガ
ン
』
ご
と
、
あ
の
怪
物
に
呑
み
込
ま
れ
た
…
…
」
と
告
げ
ま
す
。
ま
た
、

P
C
②
は
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
に
、
自
分
が
夢
で
見
た
少
女
と
、
ど
こ
か
似
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
彼
女
は
「
魔
の
海
」
に
囚
わ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
こ
の
〈
絶

界
〉
を
作
り
だ
し
て
い
る
怪
物
を
倒
さ
な
い
限
り
、
元
の
世
界
に
連
れ
て
い
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
魔
の
海
」
の
外
と
通
常
の
手
段
で
は
通
信
を

行
う
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
で
す
。　
「
ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
」
の
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト

を
公
開
し
て
く
だ
さ
い
。

第
七
艦
隊

　

ア
メ
リ
カ
海
軍
最
大
規
模
を
誇
る
大
艦
隊
で
す
。
太
平
洋
艦
隊
の
指
揮
下
に

あ
り
、
西
太
平
洋
か
ら
中
東
地
域
を
除
く
イ
ン
ド
洋
を
担
当
海
域
と
し
て
い
ま

す
。

ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
の
正
体
（
ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
用
情
報
）

　

ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
の
正
体
は
、
ア
ー
レ
イ
・
バ
ー
ク
級
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦

「
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
」
で
す
。

　

そ
の
船
に
宿
る
神
、
船ふ
な
だ
ま霊

が
、〈
絶
界
〉
の
中
で
、
少
女
の
姿
を
と
ら
せ
て

い
る
の
で
す
。

・
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
「
襲
撃
」

　

１
サ
イ
ク
ル
目
の
、
二
人
目
の
シ
ー
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
シ
ー
ン
が
終
わ
っ
た

大
海
試
練
表　

1
D
6

1
海
の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
の
眷
属
を
増
や
そ
う
と
す
る
魚
人
た
ち
が
現
れ
た
。

女
性
P
C
な
ら
、
海
の
中
に
連
れ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
り
、「
憤
怒
」
か
「
堕

落
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
変
調
を
受
け
る
。
男
性
P
C
な
ら
2
D
6
点
の
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
。

2
美
し
い
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
歌
声
の
主
を
見
た
く
な
り
、
思
わ
ず
、
そ
の

歌
声
の
方
へ
と
舵
を
き
っ
た
。
黒
以
外
の
領
域
か
ら
イ
ン
ガ
を
２
つ
取
り
除
い

た
あ
と
、
も
う
一
度
「
大
海
試
練
表
」
を
使
用
す
る
。

3
周
囲
が
暗
く
な
り
、
霧
に
覆
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
霧
の
中
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
が
損

傷
し
て
い
る
帆
船
が
現
れ
た
。
甲
板
に
は
朽
ち
た
海
賊
た
ち
の
姿
が
見
え
る
。

1
D
6
＋
2
点
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
か
、
神
貨
を
す
べ
て
失
う
か
を
選
ぶ
こ
と
。

4
嵐
だ
！　

こ
の
土
地
を
支
配
す
る
神
の
怒
り
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？　
【
生
命
力
】
を
2
点
減
少
し
、
黒
の
領
域
に
イ
ン
ガ
を
１
つ
配
置
す
る
。

5
巨
大
な
渦
が
、
あ
な
た
た
ち
を
飲
み
込
む
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
怪
物
、
カ
リ
ュ

ブ
デ
ィ
ス
だ
！　

怪
物
を
腹
を
突
き
破
ろ
う
と
す
る
な
ら
、【
武
勇
】
で
判
定
を

行
う
。
失
敗
す
る
と
、
2
D
6
点
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。
不
名
誉
な
脱
出
方
法

を
選
ぶ
な
ら
、「
恥
辱
」
の
変
調
を
受
け
る
。

6
魔
女
の
島
に
上
陸
す
る
。
魔
女
は
、
男
性
P
C
の
姿
を
女
性
に
変
え
、
女
性

P
C
の
姿
を
男
性
に
変
え
る
。
こ
の
効
果
は
、
そ
の
P
C
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
か

フ
ァ
ン
ブ
ル
を
出
す
ま
で
続
く
。
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ら
発
生
し
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
以
下
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
血
の
よ
う
な
海
を
割
っ
て
、
八
本
の
首
を
持
っ
た
巨
大
な
怪
物
が
現
れ
る
。

　
日
本
神
話
の
〈
怪
物
〉、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
だ
。

　
そ
の
巨
体
が
起
こ
す
波
の
せ
い
で
、
ア
ル
ゴ
ー
号
は
木
の
葉
の
よ
う
に
揺
れ

て
い
る
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
強
す
ぎ
て
、
今
は
逃
げ
る
の
が

精
一
杯
だ
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

P
C
全
員
は
【
霊
力
】
で
判
定
し
ま
す
。
失
敗
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

「
大
海
試
練
表
」
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
と
き
ま
で
に
P
C
②
の
【
真
実
】
が
公
開
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
が
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
呑
み

込
ま
れ
、
黒
の
イ
ン
ガ
が
二
つ
増
え
ま
す
。

・
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
「
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
」

　

ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
の
【
真
実
】
が
公
開
さ
れ
た
と
き
に
発
生
し
ま
す
。

　

彼
女
は
、
本
当
の
自
分
を
思
い
出
し
、
船
の
姿
に
戻
り
ま
す
。

　

も
し
、
彼
女
が
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
た
場
合
、
オ
ロ
チ
の

首
の
一
つ
が
船
の
姿
に
戻
り
ま
す
。

　

船
の
姿
に
戻
っ
た
ウ
ィ
ル
バ
ー
は
、
P
C
た
ち
と
共
に
戦
う
こ
と
を
テ
レ
パ

シ
ー
で
宣
言
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
本
体
と
戦
い
始
め
ま
す
。
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
に
向
か
う
砲
塔
の
群
れ
が
、
ま
る
で
串
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

こ
の
シ
ー
ン
が
発
生
し
て
い
る
と
、
決
戦
フ
ェ
イ
ズ
で
、【
逃
走
】
の
脅
威

が
発
生
し
な
く
な
り
ま
す
。
決
戦
フ
ェ
イ
ズ
の
「
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
援
護
」
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

・
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
「
伝
説
の
酒
場
」

　

P
C
③
の
【
真
実
】
が
公
開
さ
れ
た
シ
ー
ン
の
終
了
後
に
発
生
し
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
以
下
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
水
路
が
街
中
を
縦
横
無
尽
に
走
る
。

　
市
場
や
、
不
思
議
な
像
や
扉
を
抜
け
て
た
ど
り
つ
い
た
細
い
路
地
の
影
。
そ

こ
に
古
め
か
し
い
一
軒
の
バ
ー
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
酒
好
き
の
神
々
が
集
ま

る
酒
場
、
デ
ィ
ー
ズ
バ
ー
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
や
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
も
愛
し
た
と
い
わ
れ
る
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
あ
る
聖
地
の
一
種
だ
。

　

P
C
た
ち
は
、「
危
険
な
旅
」
を
乗
り
越
え
、
伝
説
の
酒
場
の
前
に
た
ど
り

つ
き
ま
し
た
。
そ
の
「
危
険
な
旅
」
が
ど
の
よ
う
な
道
の
り
だ
っ
た
か
を
決
め

る
た
め
、
P
C
全
員
は
【
技
術
】
で
移
動
判
定
を
行
い
ま
す
。
こ
の
判
定
に
は
、

ギ
リ
シ
ア
神
群
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
プ
ラ
ス
1
の
修
正
が
つ
き
ま
す
。
判
定
に

失
敗
し
た
ら
、「
大
海
試
練
表
」
を
使
用
し
ま
す
。

　
「
危
険
な
旅
」
の
処
理
が
終
わ
っ
た
ら
、
再
び
、
デ
ィ
ー
ズ
バ
ー
の
扉
の
前

に
い
る
シ
ー
ン
に
戻
り
ま
す
。
そ
し
て
、
P
C
た
ち
は
、
そ
の
扉
を
開
け
、
中

に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ウ
ィ
ル
バ
ー
中
佐
は
、「
魔
の
海
」
の
外
に
出
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
シ
ー

ン
に
は
登
場
し
ま
せ
ん
。「
魔
の
海
」
の
中
の
島
で
、P
C
た
ち
の
帰
り
を
待
っ

て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
以
下
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
苦
労
し
て
中
に
入
る
と
、
酒
好
き
の
ド
ヴ
ェ
ル
グ
や
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
、
パ
ン

に
酒
呑
童
子
な
ど
、
様
々
な
怪
物
た
ち
が
各
々
の
テ
ー
ブ
ル
で
宴
に
興
じ
て
い

た
。

　
よ
く
見
て
み
る
と
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
、
ク
ヴ
ァ
シ
ル
、
李
白
、
ソ
ー
マ
、

デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
な
ど
な
ど
、
世
界
中
の
酒
の
神
が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　「
イ
テ
ッ
！
」

　
誰
か
が
、
足
で
も
踏
ま
れ
た
の
か
、
怒
り
の
声
を
あ
げ
る
。

　「
お
い
、
お
前
ら
！
　
人
の
尻
尾
を
踏
ん
で
お
い
て
挨
拶
も
な
し
か
!?
」

　
半は
ん
じ
ん
は
ん
け
つ

人
半
蠍
の
魔
物
が
、
酒
臭
い
息
を
吐
き
な
が
ら
あ
な
た
た
ち
に
絡
ん
で
き

た
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
神
話
の
話
が
通
じ
な
さ
そ
う
な
相
手
だ
。
こ
う
な
っ
た
ら

戦
う
し
か
な
い
。

戦
闘

　

酔
っ
ぱ
ら
っ
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
神
話
の
都
市
神
、
パ
ピ
ル
サ
グ
と
戦
闘
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
戦
闘
は
、
P
C
が
勝
利
す
る
ま
で
何
度
で
も
発
生
し
ま
す
。

　

本
体
の
カ
ー
ド
を
遭
遇
シ
ー
ト
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
脅
威
は
以
下
の
も
の

を
使
用
し
ま
す
。
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
脅
威
の
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
１
：
挑
発

パ
ラ
グ
ラ
フ
２
：
ハ
サ
ミ
の
一
撃

パ
ラ
グ
ラ
フ
３
：
酔
客
の
野
次

パ
ラ
グ
ラ
フ
４
：
蠍
の
群
れ

パ
ラ
グ
ラ
フ
５
：
毒
の
尾

　

戦
闘
が
P
C
た
ち
の
敗
北
で
終
了
し
た
場
合
、
P
C
た
ち
は
デ
ィ
ー
ズ
バ
ー

か
ら
追
い
出
さ
れ
ま
す
。
以
降
の
シ
ー
ン
で
は
、
シ
ー
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

「
デ
ィ
ー
ズ
バ
ー
に
向
か
う
」
こ
と
を
宣
言
す
れ
ば
、
再
び
こ
の
マ
ス
タ
ー

シ
ー
ン
、「
伝
説
の
酒
場
」
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、

「
魔
の
海
」
に
戻
っ
て
い
な
け
れ
ば
、「
危
険
な
旅
」
の
移
動
判
定
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
、「
魔
の
海
」
を
舞
台
と
し
た
シ
ー
ン
を
挟
ん
で
い

た
場
合
に
は
、「
危
険
な
旅
」
の
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。「
伝
説
の
酒
場
」

の
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
で
は
、
再
び
パ
ピ
ル
サ
グ
と
戦
闘
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
パ
ピ
ル
サ
グ
の
【
生
命
力
】
と
、
す
で
に
公
開
し
た
脅
威
カ
ー
ド
は
そ
の

ま
ま
で
す
。

　

戦
闘
が
P
C
た
ち
の
勝
利
で
終
了
し
た
場
合
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
（
ギ
リ
シ

ア
神
群
）
が
、
ギ
リ
シ
ア
神
群
の
P
C
に
話
し
か
け
て
来
ま
す
。
ギ
リ
シ
ア
神

群
が
い
な
い
場
合
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
が
、
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ん
だ
P
C
に
話
し

か
け
て
来
ま
す
。

　

こ
こ
で
P
C
が
事
情
を
話
す
と
、「
ソ
ー
マ
」
と
い
う
不
思
議
な
飲
み
物
の
、

「
呑
み
比
べ
」
に
勝
て
ば
、
力
を
貸
し
て
く
れ
る
と
言
い
ま
す
。
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呑
み
比
べ

　

P
C
た
ち
は
酒
の
神
（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
ま
た
は
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
）
と
呑

み
比
べ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

P
C
か
ら
一
人
、
代
表
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

【
日
常
】
で
判
定
し
ま
す
。
判
定
に
成
功
す
る
と
、
呑
み
比
べ
に
勝
利
し
ま
す
。

そ
し
て
、
酒
の
神
は
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
と
の
決
戦
時
に
自
分
の
名
前
を
呼
べ

ば
、「
酒
の
雨
」
を
降
ら
せ
る
と
約
束
し
て
く
れ
ま
す
。

　

判
定
に
失
敗
す
る
と
、「
堕
落
」
の
変
調
を
受
け
ま
す
。
す
で
に
「
堕
落
」

の
変
調
を
受
け
て
い
る
場
合
、「
重
傷
2
」
の
変
調
を
受
け
ま
す
。

　

呑
み
比
べ
に
は
、
誰
か
が
勝
利
す
る
ま
で
、
何
度
で
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

決
戦
フ
ェ
イ
ズ

　

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
と
決
戦
フ
ェ
イ
ズ
を
行
う
た
め
に
は
、P
C
①
の
【
真
実
】

が
公
開
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
「
伝
説

の
酒
場
」
で
、
酒
の
神
に
「
酒
の
雨
」
を
降
ら
せ
る
約
束
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

両
方
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
酒
神
た
ち
が
振
ら
せ
る
大
雨
の
中
、
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
と
海
上
で
大
決
戦
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

酒
神
の
協
力
を
と
り
つ
け
な
い
状
態
で
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
戦
闘
を
挑
ん
で

も
、
返
り
討
ち
に
あ
い
ま
す
。
黒
の
イ
ン
ガ
を
１
つ
増
や
し
、
冒
険
フ
ェ
イ
ズ

を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
サ
イ
ク
ル
が
終
了
す
る
ま
で
に
決
戦
フ
ェ
イ
ズ
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、

中
国
軍
が
太
平
洋
に
進
出
し
、
世
界
の
緊
張
が
高
ま
り
ま
す
。
以
降
、
１
シ
ー

ン
経
過
す
る
た
び
に
、
黒
の
イ
ン
ガ
が
1
つ
増
え
ま
す
。

　

３
サ
イ
ク
ル
が
終
了
し
て
も
決
戦
フ
ェ
イ
ズ
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、
強
制

終
了
（
２
５
６
ペ
ー
ジ
）
の
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
と
決
戦
フ
ェ
イ
ズ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
本
体
の

カ
ー
ド
を
遭
遇
シ
ー
ト
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
脅
威
は
以
下
の
も
の
を
使
用
し

ま
す
。
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
脅
威
の
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
１
：
吠
え
声

パ
ラ
グ
ラ
フ
２
：
第
七
艦
隊

パ
ラ
グ
ラ
フ
３
：
丸
呑
み

パ
ラ
グ
ラ
フ
４
：
B
M
D

パ
ラ
グ
ラ
フ
５
：
逃
走

・
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
援
護

　
「
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
」
の
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
が
発
生
し
て
い
た
場
合
、
ウ
ィ
ル

バ
ー
が
逃
げ
よ
う
と
す
る
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
串
刺
し
に
し
、
足
止
め
を
し
て

く
れ
ま
す
。

　
「
逃
走
」
の
脅
威
カ
ー
ド
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
質
問

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
乱
戦
ラ
ウ
ン
ド
の
開
始
時
に
、
P
C
た
ち
に
「
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
は
誰
を
宿
主
に
し
て
い
る
か
？
」
と
い
う
質
問
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
P
C
た
ち
は
本
体
を
攻
撃
の
目
標
に
選
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
用
情
報
：
宿
主
は
、
Ｐ
Ｃ
①
の
父
親

で
す
）。

　

ま
た
、「
B
M
D
」
の
カ
ー
ド
が
公
開
さ
れ
た
と
き
、P
C
た
ち
に
「
こ
の
ミ

サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
名
称
は
？
」
と
い
う
質
問
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

に
答
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
P
C
た
ち
は
「
B
M
D
」
を
妨
害
し
た
り
、
攻

撃
の
目
標
に
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
用
情
報
：
名
称
は

「
K
U
S
A
N
A
G
I
」
で
す
）。

　

ど
ち
ら
の
質
問
も
、
1
ラ
ウ
ン
ド
に
1
回
、
一
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
し
か
答
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
誰
が
答
え
る
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
ら
ら
、
ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
が

ラ
ン
ダ
ム
に
回
答
者
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
不
正
解
だ
っ
た
場
合
は
、
次
の
ラ

ウ
ン
ド
の
開
始
時
に
、
も
う
一
度
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

終
了
フ
ェ
イ
ズ

　

決
戦
フ
ェ
イ
ズ
で
P
C
た
ち
が
敗
北
し
た
場
合
、
強
制
終
了
（
２
５
６
ペ
ー

ジ
）
の
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

P
C
た
ち
が
勝
利
し
た
場
合
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
滅
び
、〈
絶
界
〉
は
消

滅
し
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
は
、
以
下
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
海
中
に
沈
ん
で
行
っ
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
海
が
み
る
み
る
う
ち
に
青
く
な
っ
て
い
き
、
元
の
澄
み

切
っ
た
色
を
取
り
戻
し
た
。

　
や
が
て
、
ア
ル
ゴ
ー
号
の
周
り
に
、
巨
大
な
戦
艦
と
空
母
が
次
々
と
姿
を
現

し
た
。

　
船
の
姿
に
戻
っ
た
駆
逐
艦
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
が
、
あ
な
た
た
ち
に

微
笑
ん
だ
よ
う
に
思
え
た
。

　

P
C
①
は
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
に
乗
船
し
て
い
た
父
親
と
再
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

再
会
の
シ
ー
ン
を
自
由
に
演
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
降
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
展
開
は
、
P
C
た
ち
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

　

お
疲
れ
様
で
し
た
。
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予言
真実

暗示

予言

ト
リ
ガ
ー

　あなたの父は、米軍に協力している
工学博士だ。最新のイージス弾道ミサ
イル防衛システム「KUSANAGI」の
研究開発のため、空母に乗船していた
のだ。あなたは父に憧れていた。高い
理想と聡明な頭脳、そして、何より仕事
に関する情熱を尊敬していた。そんな父
が、助けを求める声が聞こえる。この【真
実】が公開されると、以降、好きなタイ
ミングで第七艦隊を〈絶界〉と化した〈怪
物〉と戦うことができる。

　今日は、長期出張に出かけていた父
が帰ってくる日だ。
あなたの父は、米軍第七艦隊戦闘部
隊の新主力空母「ロナルド・レーガン」
に乗船していたのだった。
　あなたは、出迎えのために横須賀港
を訪れた。しかし、そこに「ロナルド・レー
ガン」の姿はなかった。それどころか、
米軍第七艦隊など存在しない、という答
えが返ってきたのだ。これは……神話
災害か!?
　あなたの【任務】は、あなたの父を
無事救出することである。

PC ①

この〈絶界〉をつくった〈怪物〉の【真
実】が公開される。

予言
真実

暗示

予言

ト
リ
ガ
ー

　あなたは、海上都市にいた。美しい
街並みが広がっていた。水路が街中を
縦横無尽に走り、手漕ぎボートが浮か
ぶ。美しい街並みには、けたたましい
市場や、不思議な像や桟橋などが目に
付く。あなたは、迷路のような細い路地
を抜け、古めかしい一軒のバーの前に
たどりついた。あの〈怪物〉と戦うため
には、このバーを尋ねなければいけない
ような気がする……。この【真実】を公
開すると、マスターシーン「伝説の酒場」
が発生する。

　あなたの武器がいなないた。
　その叫びは恐怖か、それとも喜びか。
　何か危険が迫っている。
　恐らくは今までに戦ったこともないよう
な強力な〈怪物〉だろう。
　激しい戦が迫っているようだ。
　あなたの【任務】は、〈怪物〉を倒す
ことである。

PC ③

青の領域の覚醒段階が 2 段階目に
なる。

予言
真実

暗示

予言

ト
リ
ガ
ー

　あなたは、夢の続きを見ていた。少
女は水の中から現れた巨大な怪物に飲
み込まれてしまった。彼女の助けを求め
る声が、あなたの脳裏に響き渡る。この

【真実】を公開しなければ、これは1サ
イクル目の 4シーン目に、現実のものと
なるだろう。そうなったら、黒の領域にイ
ンガが 2つ配置される（シーンを数える
ときは、マスターシーンも数えるので注
意すること）。

　あなたは不思議な夢を見る。
　夢のなかで一人の少女がしくしくと泣
いていた。
　話を聞くと、自分の姉妹たちが、巨
大な怪物に食べられてしまったという。
　恐らく、次は自分の番だと彼女は言う。
　あなたは、それを見てあわれに思った。
　あなたの【任務】は、この少女を助
けることである。

PC ②

PC ④以外の誰かが、PC ④の【真
実】を見る。

予言
真実

暗示

予言

ト
リ
ガ
ー

　「七人の娘を呑み込みし、八つの頭
持つ大蛇。その優れた巧みの技を用い
て、終末の炎を呼び出すだろう」
　あなたは、そんな予言を授かった。2
サイクルが経過するまでに、この〈怪
物〉……ヤマタノオロチを倒すすべを見
つけなければ、大国同士がぶつかりあ
い、大きな戦争が引き起こされることに
なるだろう。この【真実】が公開されると、
予言カード「ヤマタノオロチ」が公開さ
れる。

　太平洋上を横須賀に向けて航行中
だった第七艦隊が、突如その姿を消し
た。
　PC ①の報告により、その事実に気
づいた万神殿は、あなたたちを呼び集
めた。
　第七艦隊が消えた状態を放置すれ
ば、軍事的に空白地達となった太平洋
に各国が侵攻を開始するだろう。そうな
れば、何が起こるか分からない。
　あなたの【任務】は、〈絶界〉と化し
た第七艦隊を救出することである。

PC ④

緑の領域の覚醒段階が 2 段階目に
なる。
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予言
真実

暗示

予言

ト
リ
ガ
ー

　彼女の正体は、アーレイ・パーク級ミ
サイル駆逐艦「カーティス・ウィルバー」
である。〈絶界〉のなかで、その船霊が
女性の姿をとらせたようだ。この【真実】
が公開されると、彼女は本来の姿に戻
り、姉妹たちを助けるため、PCたちに
力を貸す。そして、青以外のインガ１つを、
青の領域に移動することができる。

　第七艦隊第15 駆逐隊に所属する女
性士官。PC ①の父親とも顔見知りで
ある。彼女たちは、横須賀へ航行中、
巨大な未確認水棲生物に遭遇し、敗
北している。

ウィルバー中佐

PC のうちの誰かが、ウィルバー中
佐に対するプラスの【想い】を1 点
以上にする。

予言
真実

暗示

予言

ト
リ
ガ
ー

　ヤマタノオロチは出雲国の古代製鉄
文化を象徴する、とする説もある。その
説によれば、ヤマタノオロチは、そうし
た製鋼技術の精華である鋼の剣──
草薙の剣を有した出雲の技術者たちを
象徴しているのだ。また、神話によれば、
ヤマタノオロチは酒に弱いという。

　日本神話に登場する〈怪物〉。第七
艦隊を〈絶界〉と化した。毎年一人ず
つ娘を喰らっていたが、嵐の神スサノオ
に退治された。その尾からは、草薙の
剣が現れたという。圧倒的な力を持つた
め、正攻法で倒すことは難しいだろう。

ヤマタノオロチ

いつでも公開できる。

パビルサグ
虫、蠍、人、毒

1

2

古代バビロニアの魔獣で、人間の上半
身と蠍の下半身を持つ。恐怖と死の化
身だが、酒好きで、勇者を敬う。

【甲羅】本体に対する攻撃のダメージが
半分になる。

30

赤

1

攻

技術

ハサミの一撃
実体、手

撃 2

-12D6+4 +2

じょぎり、じょぎり、じょぎり。巨
大なハサミが空を斬る。鋼鉄も紙
のように斬り裂きそうだ。

【一直線】同じパラグラフにいるキャラク
ター1人を目標に選ぶ。同じパラグラフ
に誰もいなければ、自由に目標を選ぶ。

8

術

日常

酔客の野次
口、人

式 2

+1-- ±0

いつの間にか、酒場中が大変なこ
とになっている。酒瓶と鉄拳、そ
れに稲光が飛び交う。

【喧嘩】PC全員を目標に選ぶ。目標は、
［赤のインガの数］ダメージと「憤怒」
の変調を受ける。

7

攻

武勇

猛毒の尾
毒

撃 3

+21D6+2 +1

恐るべき毒針を備えた尾がキリキ
リと動く。あの針に刺されたらひと
たまりもないかもしれない！

【隣接攻撃】このパラグラフと、このパラ
グラフに隣接するパラグラフにいるPC
全員が攻撃の目標になる。
【毒針】ダメージを受けたキャラクターは、
変調「重傷4」を受ける。

13
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ヤマタノオロチ
獣、蛇、武器

3

3

娘を喰らう巨大な大蛇。頭と尾はそれ
ぞれ八つずつあり、眼は赤い鬼灯のよ
う。松や柏が背中に生えていて、八つ
の丘、八つの谷の間に延びている。

【本当の首】ヤマタノオロチが誰に憑依し
たのかが判明するか、すべての脅威カー
ドが行動済みになっている状態でないと、
PCは本体を攻撃することはできない。
【武器製造】タグに「武器」を含む脅威カー
ドの【攻撃値】と【防御値】が1点ずつ
上昇する。

55

緑

3

攻

技術

第七艦隊
独立、実体、武器、機械

撃 3

+12D6 +2

大蛇の首の一つが巨大な空母に
変形する。その甲板から、「第
102 戦闘攻撃飛行隊」が発艦した。

【範囲攻撃】欄外にいないPC全員が攻
撃の目標になる。
【飛行状態】自分の武器に「対空A」がつく。
「対空」がつかないダメージを5点軽減。

14

攻

霊力

BMD
独立、実体、武器、機械

撃 2

+21D6+4 -1

大蛇が大きく口を開けると、並ん
だ牙の一つ一つがミサイルとなっ
て発射され、辺りに降り注いだ。

【自動追尾】好きなパラグラフを一つ選び、
そこにいるPC全員が攻撃の目標になる。
【ミサイル防衛システム】このBMD（ミ
サイル防衛システム）の名前が判明して
いないと、この脅威カードを妨害したり、
この脅威カードを目標にして攻撃するこ
とができない。
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